



愛知大学現代中国学部 年生 岡本 大空
（ 年 月 日、岡崎市図書館交流プラザ ホール）
現代中国学部 4 年生の岡本大空と申します。
本日は、よろしくお願いします。
























































































































































のです。料金は 1 元とか 2 元とかです。24 時
間以内に返却しないと買い取りということに
なってしまいます。
このシェア産業などはその典型といえるの
ですが、中国で生活をしていて痛感するのは、
電子決済が広く普及しているということです。
屋台でも電子決済できてしまうことには驚か
されました。
生活上でほかに印象に残ったことは、地下
鉄があります。行かれたことがある方はご存
じだと思いますが、中国では地下鉄に乗る時
にも手荷物検査があります。ただ、上海では
形骸化しており、検査機がほとんど使われて
いない状態です。検査する人は警察官ではあ
りませんから、
「荷物を置いてください、検査します」
と呼びかけても、乗客は無視して素通りし
て行ってしまうのです。このように上海では
もう意味がない感じになっているのですが、
南京に行った友人の話では、まだしっかり検
査をしているそうですから、地域によってか
なり違うのでしょう。私は、上海の状態の方
が進んでいるようにと思えました。
もう一つ驚かされたことがあります。中国
というのは、外食した時、ゲストの立場の人
が料理を食べ残すという習慣があります。ゲ
ストはお皿に料理を少し残し、それによって
食べきれないほどご馳走していただいたとい
う感謝の気持ちをホストに表すのです。もし、
料理を平らげてしまうと、まだ満腹ではない、
もっと食べたいという意志表示になってしま
います。そういう習慣があるはずなのに、上
海の地元の小さな料理屋さん入ったら、壁に
「食べる分だけ注文しましょう」と書かれた
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掲示があったのです。そこには「食べ残しは
やめましょう。余ったものは持ち帰りましょ
う」とも書いてありました。今でも中国では
食事を残す方が普通なのですが、上海の人た
ちはそうした習慣を変えようとしているので
す。これには本当に驚きました。
そろそろ、まとめに入りたいと思います。
ビジネスでは、日本流の働き方を理解し、
確認を怠らない仕事をする中国人がいました。
日本人っぽい中国人です。それに中国現地ス
タッフの中国流のレスポンスの速さを合わせ
ることによって、日本企業は独自のビジネス
を中国で展開できるのではないかと考えてい
ます。
生活面では、中国独自のルールや習慣がグ
ローバル化していくことによって、中国自体
が世界をけん引していく力を強めていくので
はないかと感じています。
だから、中国からは一時も目が離せない。
それが、私の今日のまとめです。
これで今日の発表を終わらせていただきま
す。ご清聴ありがとうございました。
質疑応答
質問：中国のグローバル化とおっしゃいまし
たが、これは逆のいい方をすると、世界の方
が中国化されているということのではないで
しょうか。世界を中国化するという意識が中
国人にはあると私は思うのですが、その辺り
はどのようにお考えでしょうか。
岡本：私が接してきた中国人は、同世代や若
い方が多かったのですが、彼らには世界を中
国化しようというような雰囲気はありません
でした。少なくとも、私にはそのようには見
えませんでした。
彼らは皆、海外に興味を持っていて、日本
人だけではなく、いろいろな国の人と交流し
たがっていました。営業同行の時も、欧米の
企業の方とのお付き合いがありましたが、中
国人スタッフはとても友好的に接していまし
た。
もちろん、中国がグローバル化するといっ
ても、伝統の中で根付いている習慣がありま
すし、きちんとした教育を受けられない人も
多いですから、一朝一夕というわけにはいか
ないと思います。ただ、たしかにそういう方
向にあると思いました。
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